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5嶺　　題　　静止気象衛星2号（GMS－2）偲アボジモ＿

　　　　　　　　タの射場における検査の結果についで

4．∴資　　料

　三一15－1　第で2回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）飛

　季r13一一2　GMS一一2用アポジモータの射場点検整備結果＿
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　　　　　．6．議’　事

　　　　　　（1）前回議事要旨の確認

　　　　　　　　鋼2回縮醗委員会（定例会三四要旨案（資料聾

　　　　　　　硝コ5鞠1）が確認された。

　　　　　・㈹静止気象衛星2号（儲Os－2）用アポジモータの射楊に・

　　　　　　　　おける検査の結果について

　　　　　　　　宇鯛鶏業団の平』木一欝及び中三三エンジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2　一、



惑

　　　　　こ　　　　　ロ　　　　　コ　ロ　　　　び

　　ン：醗グル「プ纏開発部員より・資料委一｝13－2に基弓い．

　　て税明が行われたのち、以下ゐ質疑応答が行われた。

井上瀞止気象鯉2号（側S－2Mこ宙いるアポジモータほ

　　　特注品か、既製のものか。

’平木：鞭のものであるが・曲s－2に合うように、羅麺

　　　を調節一している。

井上：，リークの規格が厳しいものとなっているが、どのような埋

　　　由で決められたものか。

　平木：アポジモータの信頼性を高めるたあには、，リ’一クはできる

　　　限り小さくするととが望ましい。規格値1三三用いられてレ、

　　　る髄方響よつて際に蜘できるリークの乱し命定

　　　したものと思われる。米国の衛星メーカーがアポジモータめ．

　　　メーカーからアポジモータを受け入れる際にこの規格を採用：．

　　’している・なお逃とえ・この膿の．ウーク鮪っても・燃

　　焼時間が短いのでV尚題ないと考えている。

井上εアポジモータの国産化は進んでいるか。

平木：試作徽を勲てレ｝ると・ころである・、今まで・航空晦上

　　技術鯉（A翻S）を目標としてきたカ∫、今後は技鰍験・

　　衛星V型（ET’S－V）に目標を変えたいと思っている。

斎一調圏ロツパで1ま・○最渇独自尋こ醗したアポジモ「タで衛

　　星の軌道投入に成功したよう澄が、日本のアポジ毛＿タ菌産

　　化はもっと早くならないか。

．平木：鋭意努力している6
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